
月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

10

   10　　  
月
23     
日
㈬
〜
29     
日
㈫

放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
週
間

〜
あ
り
ま
せ
ん
か　

あ
な
た
の
周
り
に 

放
置
ボ
ン
ベ
〜

　　　

ご
み
置
き
場
、
建
設
現
場
、
空
地

な
ど
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
ボ
ン
ベ
や

長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ボ
ン
ベ

は
危
険
で
す
。
ボ
ン
ベ
の
中
に
は
、

 

高
い
圧
力
の
か
か
っ
た
ガ
ス
が
入
っ

て
い
ま
す
。
ボ
ン
ベ
が
錆
び
て
い
た

り
す
る
と
強
度
が
低
く
な
り
、
少
し

の
衝
撃
で
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
も
、
今

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

発
見
し
た
ら
…

●
ボ
ン
ベ
が
錆
び
て
い
た
り
、
変
形

し
て
い
た
ら
絶
対
に
触
ら
な
い

●
ボ
ン
ベ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
へ
連
絡
す
る

●
所
有
者
不
明
や
電
話
番
号
が
表
示

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
泉
州
南
広

域
消
防
本
部
ま
で
連
絡
す
る

連
絡
・
問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防

本
部 

警
防
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９

・
０
８
８
６ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

10
月
1
日
は浄

化
槽
の
日

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

装
置
で
す
が
、
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
水
質
が
悪
化
し
た

り
、
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、「
保

守
点
検
」「
清
掃
」「
定
期
検
査
」
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
浄
化
槽
が
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
正
し
い
使
い
方

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
撤
去
す
る
と
き
に
は
、

内
部
に
残
存
し
て
い
る
汚
泥
な
ど
の

処
理
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
市
の

許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
処
理
を
行
う

と
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
16
条
に
違
反
す
る
行
為

（
不
法
投
棄
）
と
な
り
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
の
場
合
は
3
億

円
以
下
の
罰
金
）に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

必
ず
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
た
電
気
機

器
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
処
分
期
間
内
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〜

　

事
務
所
や
自
宅
な
ど
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
含
ま
れ
た
電
気
機
器
な
ど
（
変
圧

器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
業
務
用
の
照

明
安
定
器
な
ど
）
を
保
管
・
使
用
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
事
業
所
の
電
気

室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
の

10
月
は

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係

る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す

る
条
例
」
啓
発
推
進
月
間

〜
そ
の
身
元
調
査
は
必
要
で
す
か
？ 

な
く
そ
う
部
落
差
別
〜

  

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
は
重

大
な
人
権
侵
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
部
落
差
別
事
象
の
発

生
を
防
止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
た
め
、
部
落
差
別
事
象
を
引
き

起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
お
よ
び

土
地
に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
報
告

な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
調
査
の
依
頼
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

10
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用

防
止
運
動
月
間
で
す
。
最
近
、
青
少

年
の
間
で
、
大
麻
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の

心
身
へ
の
弊
害
は
大
き
く
、
時
に
は

死
亡
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
を
つ

く
り
、
青
少 

年
を
薬
物
乱
用
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

10    
月
は骨

髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

　　

一
人
で
も
多
く
の
血
液
疾
患
の
患

者
さ
ん
を
救
う
た
め
、
骨
髄
バ
ン
ク

に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。市
に
お
い
て
も
骨
髄
・

末
梢
血
管
細
胞
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

の
増
加
や
骨
髄
・
末
梢
血
管
細
胞
移

植
を
数
多
く
実
現
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
、
ド
ナ
ー
に
対
し
て
助
成
金

を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、骨
髄
移
植
、

抹
消
血
管
細
胞
移
植
、
臍
帯
血
移
植

を
受
け
ら
れ
た
人
で
、
そ
の
手
術
後

に
定
期
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
再
接

種
が
必
要
で
あ
る
人
に
対
し
て
は
、

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
定
期
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助

成
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
接
種

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課 

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を

含
む
電
気
機
器
な
ど
は
、
処
分
期
間

内（
高
濃
度
：
令
和
2
年
度
末
ま
で
、

低
濃
度
：
令
和
8
年
度
末
ま
で
）
に

処
理
が
必
要
で
す
。
確
認
方
法
や
届

出
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
３
）
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

■ 「そらやん」グッズが3空港で販売開始！
　9月20日㈮から、関西エアポートグループ公式キャラク
ター「そらやん」の新商品が関西国際空港・大阪国際空港・
神戸空港にて販売開始となりました。「そらやん」は、飛
行機をモチーフにしたシルエット・ほのぼのとした表情が
ポイントで、空港でのイベントなどを中心にお客様をお出
迎えしています。今回販売されるグッズについて、　取扱
店舗などの詳細は、「そらやん」の公式Twitterにて随時
配信しますので、ぜひご確認ください。
そらやん公式Twitter（https://twitter.com/kankun_so
rayan）

中
身
が
入
っ
た
ま
ま

出
さ
な
い
で
！

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
月
に
2
回
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

は
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ

た
状
態
で
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
泉
佐
野
市
田

尻
町
清
掃
施
設
組
合
第
二
事
業
所

（
ご
み
処
理
場
）
で
爆
発
事
故
や
、

運
搬
車
両
で
の
火
災
、
塩
素
系
の
洗

剤
な
ど
が
混
ざ
り
あ
っ
て
有
毒
物
質

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
処
理
場
職

員
の
健
康
被
害
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
一
度
ご
み
出
し
の
前
に

中
身
が
残
っ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
、
適
切
な
ご
み
処
理
が
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
、
直
接

泉
佐
野
市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合

（
ご
み
処
理
場
）
に
搬
入
さ
れ
る
場

合
に
は
、
現
場
の
職
員
に
手
渡
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
で
す

　

野
外
焼
却
の
煙
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
例
外
を
除
き

「
何
人
も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
】

●
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要

●
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要

●
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い

●
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
草
木
等
の
焼

却
で
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

問
合
先　

環
境
衛
生
課

　

周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
認
め
ら
れ
た
野
外
焼
却
で
も
、

で
き
る
だ
け
少
量
に
と
ど
め
、
風

向
き
・
強
さ
、
時
間
帯
な
ど
に
十

分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
個
人
や
有
志
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
道
路
や
溝
、
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
を
清
掃
し
て
い
た

だ
い
た
際
の
可
燃
ご
み
に
使
う
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
集
め
た
ご
み
は
、
週
2
回
の
可

燃
ご
み
収
集
日
に
ご
家
庭
の
ご
み
と

一
緒
に
出
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

環
境
衛
生
課
お
よ
び
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先　

環
境
衛
生
課

戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
よ
り
死
没
さ
れ
た

人
々
に
対
し
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、

恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
開
催

し
ま
す
。
参
列
者
全
員
に
献
花
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

※
個
別
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
1
日
㈮ 
午
前
10
時
〜

（
受
付
：
9
時
30
分
〜
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

@Kansai Airports SORAYAN

90  
歳
祝
賀長

寿
者
祝
賀
行
事

　

市
内
に
居
住
す
る
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
た
人
に
祝
品
を
郵
送(

10
月
中)

で
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
昭
和
3
年

10
月
2
日
〜
昭
和
4
年
10
月
1
日
生

ま
れ
の
人

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課　

※
申
込
不
要

市
立
鶴
原
共
同
浴
場

（
扇
湯
）
の
休
場

　

市
立
鶴
原
共
同
浴
場
（
扇
湯
）
の

脱
衣
所
の
床
改
修
工
事
に
伴
い
、
左

記
の
期
間
、
休
場
し
ま
す
。
共
同
浴

場
を
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
場
期
間　

10
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

の
３
日
間

※
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
鶴
原
共

同
浴
場
（ 

扇
湯
）
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
も
運
休
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課
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応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
・

再
講
習

　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
と
は
、
主

に
事
業
所
や
防
災
組
織
な
ど
の
構
成

員
に
対
し
て
実
施
す
る
、
普
通
救
命

講
習
お
よ
び
救
命
入
門
コ
ー
ス
の
指

導
に
従
事
す
る
応
急
手
当
普
及
員
を

養
成
す
る
講
習
で
す
。
自
身
の
所
属

す
る
事
業
所
な
ど
で
、
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
が
必
要
な
人
や
、
各
組
織

で
防
災
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
の
受
講
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

※
認
定
さ
れ
る
と
、
指
導
し
た
救
命

講
習
な
ど
の
受
講
者
に
対
し
、
泉
州

南
消
防
組
合
が
発
行
す
る
「
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
救
急
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
）
が
勇
気
を
も
っ
て

救
急
隊
到
着
ま
で
に
応
急
手
当
を
行

う
こ
と
で
大
切
な
命
を
救
え
る
可
能

性
が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
が
善
意
で
実
施
し
た
応
急

手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
力

で
た
く
さ
ん
の
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
を

育
成
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭ 

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

※
再
講
習
会
は
14
日
㈭ 

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分

場
所　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

５

階
研
修
室
（
り
ん
く
う
往
来
北
１
番

地
の
20
）

対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

●
泉
州
南
消
防
組
合
管
内
（
泉
佐
野

市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
熊
取
町
、

岬
町
、
田
尻
町
）
の
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

●
泉
州
南
消
防
組
合
管
内
施
設
に
お

け
る
応
急
手
当
の
指
導
を
行
う
目
的

で
あ
る

●
過
去
に
普
通
ま
た
は
上
級
救
命
講

習
の
受
講
経
験
が
あ
る

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

10
月
15
日
㈫
〜
30

日
㈬
の
平
日 
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
30
分
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
泉
州
南

広
域
消
防
本
部 

警
防
部 
警
備
課
（

☎
４
６
９
・
０
１
１
９[ 
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
後
に
4
番] 

Fax
４
６
０
・

２
１
１
９
）
へ

※
受
講
無
料
（
指
定
の
教
材
な
ど
が

必
要
）

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の

注
射
針
や
点
滴
針
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
（
カ
ン
・

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
混
入
し

て
出
さ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の
針

や
点
滴
針
に
よ
り
、
収
集
や
処
理
作

業
中
に
針
刺
し
事
故
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
針
は
医
療
機
関
で

の
引
取
な
ど
で
適
正
に
処
理
し
、
決

し
て
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
の
収
集

に
は
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
、
秋
の
キ
ノ
コ
狩
り
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
毒
キ
ノ
コ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
嘔
吐
・
め
ま
い
な
ど
の
様
々

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

毒
キ
ノ
コ
は
山
中
だ
け
で
な
く
、

身
近
な
場
所
に
生
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
素
人
判
断
で
、
野
生
の

キ
ノ
コ
を
採
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

【
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項
】

●
確
実
に
鑑
定
さ
れ
た
食
用
キ
ノ
コ

以
外
は
絶
対
に
食
べ
な
い

●
食
用
か
ど
う
か
、
自
分
で
判
断
し

な
い

●
摂
っ
た
キ
ノ
コ
は
、
安
易
に
人
に

あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
な
い

【
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
体
調
に

異
常
を
感
じ
た
ら
…
】

　

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
食
べ
た
キ
ノ
コ
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
、
持
参
し
て
治
療
の
参

考
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所

（
☎
４
６
４
・
９
６
８
８
）

も
う
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
ま
し
た
か
？

 　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
警
報
に

よ
り
火
災
を
知
ら
せ
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、「
あ
な
た
と
家
族
」
の
命
を
守

る
見
張
り
番
で
す
。
火
災
予
防
条
例

に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義

務
づ
け
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
す
ぐ

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
お
宅

は
、「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
き
ち
ん
と
作
動
す
る

か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
防
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８

８
６ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）
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令
和
2  
年
度 

入
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童

を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
日
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

9
月
に
郵
送
し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象　

平
成
25
年
4
月
2
日
〜
平
成

26
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
市
内
在
住

児
童

問
合
先　

学
校
教
育
課

市
の
奨
学
金
へ寄付

の
ご
協
力
を

　

市
で
は
経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も

た
ち
が
進
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、
学

校
を
や
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
府
の
奨
学
金
制
度
を
補
う

市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
制
度
の
活
用
希
望
者
は

年
々
増
加
し
、
対
象
で
あ
っ
て
も
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
不
採
用
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
奨
学

金
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
合
先　

学
校
教
育
課

市立小中学校通学区制度の弾力的運用について
　教育委員会では、児童生徒の通学の負担を軽減するこ
とを目的に、通学区を弾力的に運用しています。
　次のすべての条件を満たせば、本来定められている以
外の隣接する通学区の小中学校への就学を許可される場
合があります。（児童生徒の通学に対する負担の面などか
ら総合的に判断します。）
　なお、来年度対象となる小中学校は下表のとおりです。
条件
●新入学児童生徒であること。
●希望校が「受入可能校」である場合で、受入予定人数内であること。

※来年度入学予定児童生徒の受入
予定人数は各校30人以内とし、そ
れを超える場合は抽選
●指定校（変更可能校）より希望
校（受入可能校）が明らかに近距
離であること。
申請・問合先　11月15日㈮までに
学校教育課へ
※変更可能校、受入可能校は、毎
年度教育委員会で決定します。

変
更
可
能
校

受
入
可
能
校 

小学校

第　

一

末
広

第　

二

末
広

日　

新

長
坂

北　

中

長
坂 

上
之
郷

長
南

長　

南

末
広

末　

広

長
南

佐
野
台

長
坂

中　

央

長
南 

、
末
広

中学校

佐　

野

長
南

日
根
野

長
南

市
公
園
墓
地 

使
用
者
募
集

【
区
画
墓
地
】

　

使
用
者
ご
と
に
墓
を
設
け
る
従
来

型
の
墓
地
で
す
。

募
集
区
画
・
永
代
使
用
料

●
２
．
２
５
㎡
…

８
区
画
・
１
区
画
98
万
円

●
４
．
０
０
㎡
…

２
区
画
・
１
区
画
１
７
４
万
２
千
円

申
込
資
格　

泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
を
有
す
る
世
帯
主
で
、
埋
蔵

す
る
親
族
の
遺
骨
を
お
持
ち
で
（
遠

方
の
墓
地
な
ど
か
ら
の
改
葬
を
含

む
）、
1
年
以
内
に
墓
石
な
ど
の
設

置
が
可
能
な
人

※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
・
場
所

11
月
10
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
・
市
役

所
3
階 

３
０
２
会
議
室

申
込
期
間　

10
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

【
合
葬
式
墓
地
】

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
お
墓
に
5
千
体

ま
で
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
墓

地
で
、
市
が
管
理
を
行
い
ま
す
。
個

人
で
管
理
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
、
お
墓
の
承
継
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
満
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て

は
、
生
前
予
約
も
可
能
で
す
。

使
用
料　

1
体
10
万
円

※
希
望
者
の
み
、
記
名
版
使
用
料
1

枚
5
万
円
。

　

泉
佐
野
市
公
園
墓
地
の
区
画
墓
地

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、1
／
２
の
金
額
で
す
。

申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
し
、
埋
蔵
す
る
親
族
の
遺
骨
を

持
っ
て
い
る
（
改
葬
を
含
む
）

②
死
亡
当
時
、
泉
佐
野
市
に
住
所
ま

た
は
本
籍
を
有
し
て
い
た
親
族
の
遺

骨
を
埋
蔵
す
る
（
改
葬
を
含
む
）

③
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
満
65
歳
以
上
で
、
死
後
に
自

ら
の
遺
骨
を
埋
蔵
す
る

④
泉
佐
野
市
公
園
墓
地（
区
画
墓
地
）

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
使
用
す

る※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　
「
泉
佐
野
市
公
園

墓
地
（
区
画
墓
地
・
合
葬
式
墓
地
）

使
用
申
込
み
の
し
お
り
」を
入
手
し
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
衛
生
課
へ

※
し
お
り
・
募
集
区
画
地
図
は
環

境
衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。
し
お
り

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
区
画
墓
地
：

http://w
w
w
.city.izum

isano.
lg.jp/kakuka/seikatsu/kan-
kyo/m

enu/bochi/bosyu_1.
htm
l　

合
葬
式
墓
地
：http://

w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/seikatsu/kankyo/
m
enu/bochi/bosyu_2.htm

l

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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泉
佐
野
市プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

10
月
に
実
施
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人
・
子

育
て
世
帯
（
0
〜
2
歳
児
）
へ
の
負

担
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
の
補
助
を

受
け
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

購
入
対
象
と
な
る
人
に
は
、
９
月

末
よ
り
順
次
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
購
入
引
換
券
お
よ
び
商
品
券
を

使
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
を
個
別
に

送
付
し
て
い
ま
す
。（
8
月
1
日
〜

9
月
30
日
に
生
ま
れ
た
子
が
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
に
は
、
10
月
末
に
送

付
し
ま
す
。）
た
だ
し
、
扶
養
外
市

民
税
非
課
税
者
は
期
限
ま
で
に
事
前

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

申
請
期
限　

11
月
29
日
㈮

※
転
入
さ
れ
た
人
で
、
他
市
町
村
が

発
行
し
た
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の

人
は
泉
佐
野
市
が
発
行
す
る
購
入
引

換
券
と
の
交
換
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

販
売
期
間　

10
月
1
日
㈫
〜
来
年
2

月
28
日
㈮

使
用
期
間　

10
月
1
日
㈫
〜
来
年
2

月
29
日
㈯

　

税
問
合
先　

税
務
課

市
・
府
民
税
の
第
３
期
分
の
納
期
限
は
10
月
31
日
㈭
で
す

　
領
収
書
は
お
支
払
い
済
み
の
証
拠
と
な
る
も
の
な
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
市
民
税
に
係
る
開
設
届
を

　

法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る
法

人
お
よ
び
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
（
収

益
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
）
が
納
め

る
税
金
で
す
。
市
内
に
新
し
く
会
社

を
設
立
し
た
と
き
、
事
務
所
な
ど
を

開
設
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

税
務
署
な
ど
に
よ
る
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
（
軽
減
税
率
制
度
に
対

応
し
た
経
理･

申
告
な
ど
）
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
（
無
料
）
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
説
明
会
の
日
程
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

(http://w
w
w
.nta.go.jp/taxe

s/shiraberu/zeim
okubetsu/

shohi/keigenzeiritsu//06.
htm

）

【
相
談
の
事
前
予
約
の
お
願
い
】

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
み
な
さ

ん
を
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
、
相
談

の
事
前
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
が
申
告
ま
た
は
納
税

に
直
結
し
、
具
体
的
な
書
類
の
確
認

が
伴
う
な
ど
、
電
話
で
の
相
談
が
困

難
な
場
合
に
は
、
所
轄
の
税
務
署
に

事
前
に
相
談
日
時
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
予
約
の
際
に
、
名
前
・
住

所
・
相
談
内
容
を
お
伺
い
し
、
相
談

日
に
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類
な
ど
を

お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
税
金
の
納

（
税
務
署
お
よ
び
府
税
事
務
所
へ
の

提
出
と
は
別
に
届
出
が
必
要
で
す
。）

　

法
人
市
民
税
に
は
、
国
税
の
法
人

税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
算
出
す
る

法
人
税
割
額
と
、
資
本
金
等
の
額
と

市
内
の
従
業
者
数
に
よ
り
算
出
す
る

均
等
割
額
が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了

の
日
の
翌
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
、

申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
、
法
人
税
割
額
と
均
等
割
額
の

合
計
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
赤
字
決
算
と
な
り
、
法
人
税
額
が
０

円
と
な
っ
た
場
合
も
、
均
等
割
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
付
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
申
告
義
務
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
の
提
出
が
な

い
場
合
、
未
申
告
法
人
と
し
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
「
決
定
」
の

行
政
処
分
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

付
相
談
や
確
定
申
告
期
の
申
告
会
場

へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
は
事
前
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
改
正
法
人
税
等
説
明
会
】

　

法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
概
要

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催（
無
料
）

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
24
日
㈭ 

午
後
2
時
〜

3
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署
（
☎
４
６

２・
３
４
７
１
）

▲ORコード

問
合
先　

●
購
入
対
象
者
（
購
入
引
換
券
）
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ 

市
民
向
け
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
６

６
６
・
３
８
５ 

Fax
４
６
４
・
９
３
１

４
）

●
加
盟
店
舗
登
録
な
ど
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ 

店
舗
向
け
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー(

☎
06
・
６
１
１
０
・
５
１
１

０)※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
い

ず
み
さ
の
9
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先

発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
同
等
の
効
き

目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。先
発
医
薬
品
に
比
べ
る
と
、

薬
の
価
格
が
安
く
な
り
、
自
己
負
担

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
短
期
間
だ
け
切
り

替
え
る
「
お
試
し
調
剤
」
か
ら
始
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
切
り
替
え
時
の
ご
注
意
】

●
先
発
医
薬
品
と
色
や
大
き
さ
、
形

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
変
更
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
薬
局
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い

な
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
あ
り

ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・
４
７

９
０
・
２
０
３
１ 

Fax
　

06
・
４
７
９
０

・
２
０
３
０
）

国民健康保険料・
後期高齢者医療保険料

夜間の納付相談と窓口納付
　月に1度、夜間相談窓口を開設して
います。保険料の納付や国民健康保
険の加入（他の健康保険からの切替）・
資格喪失手続きもできます。
日時　毎月第3木曜日（祝日除く） 　
　　午後5時30分～8時
場所・問合先　国保年金課

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

〜
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
〜

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
（
薄

い
茶
色
）
は
11
月
1
日
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
保
険
証
（
薄
い
緑
色
）
を

10
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、
新
し
い

保
険
証
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
古

い
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
75
歳
に
な
る
人

　

11
月
1
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
た
め
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
75
歳

に
な
る
前
に
郵
送
し
ま
す
。

●
外
国
籍
の
人

　

来
年
の
10
月
31
日
ま
で
に
在
留
期

間
の
満
了
を
迎
え
る
外
国
籍
の
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
在
留
期

間
の
満
了
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
在

留
期
間
を
延
長
し
た
場
合
は
、
保
険

証
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？ 

10
月
31
日
㈭
は

第
５
期
分
の
納
期
限
で
す

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
る
ほ
か
、
資
格
証
明
書
の
交
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の

財
産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
料
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

国
民
健
康
保
険
料
を
年
金
か
ら
差

し
引
い
て
納
付
さ
れ
る
人
以
外
は
、

原
則
、
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
一
度

の
登
録
手
続
き
で
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
還
付
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
口
座
へ
の
振
込
で
還

付
し
ま
す
の
で
、
還
付
の
た
び
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い

る
人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
口
座
振
替
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
国
保
年
金
課
窓
口
で
は
、
専
用
端

末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
大
阪
泉
州
農

業
協
同
組
合
、
近
畿
労
働
金
庫
は
除

く
。
ま
た
、
一
部
取
り
扱
い
で
き
な

い
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広

告
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よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
付
加
年
金
】

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
や
任

意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料

（
月
額
１
６
，
４
１
０
円
）
に
付
加

保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
と
、
次
の
計
算
に

よ
る
額
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳

申
込
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

【
国
民
年
金
基
金
】

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
公
的
な

個
人
年
金
制
度
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
、
海
外

居
住
さ
れ
て
い
て
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

掛
け
金　

加
入
時
の
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
納
め
た
掛
け

金
は
全
額
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

大
阪
府
国
民
年
金

基
金（
０
１
２
０・６
５・４
１
９
２
）

※
付
加
年
金
も
国
民
年
金
基
金
も
保

険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
10
年
間
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
…

２
０
０
円
×
12
ヵ
月
×
10
年
＝

年
額
２
４
，
０
０
０
円
が
加
算

国
民
年
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
】

次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
人

●
65
歳
以
上
で
あ
る

●
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

●
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
】

●
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

対
象　

①
平
成
31
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
。
対
象
と
な

る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請

求
手
続
き
の
案
内
が
9
月
上
旬
か
ら

順
次
届
き
ま
す
。同
封
の
は
が
き（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
4
月
2
日
以
降
に
年
金

を
受
給
し
は
じ
め
た
人
に
は
、
年
金

の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務

所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
０
９
２
）

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

泉佐野市の行政情報番組
泉佐野TV「さのテレ！」

放送時間変更のお知らせ　
　J:COMチャンネルで放送中の行政情報番組「さ
のテレ！」について、下記の日程で放送時間が変
更となります。
●10月26日㈯
正午～午後0時30分　→　午前8時～8時30分
問合先　自治振興課
※通常の放送時間などについては、裏表紙をご覧
ください。

わくわく！大阪産
もん

直売所めぐり
～農産物直売所合同キャンペーン～

　南大阪地域の直売所で、買い物1,000円につき1つ
進呈されるスタンプを3～ 5つ集めて応募すると、各
直売所から季節の農産物やお米、加工品など、素敵な
賞品が当たります。
　「味覚の秋」「収穫の秋」を体感できる農産物直売所
へ、ぜひお越しください。
期間　10月12日㈯～11月30日㈯
場所　JA大阪泉州農産物直売所「こーたり～な」（松風
台）など、南大阪地域の農産物直売所（9ヵ所）
応募　直売所などで配布する応募用紙にスタンプを3
～ 5つ集め、必要事項を記入し、各直売所に設置した
応募箱へ
主催　農産物直売所連絡協議会
問合先　府 泉州農と緑の総合事務所
　　　　（☎439-3601）
※当選者には来年1月に通知します。
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	10月は「大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例」啓発推進月間〜その身元調査は必要ですか？なくそう部落差別〜
	10月23日（水）〜29日（火）放置ボンベ撲滅週間〜ありませんか　あなたの周りに 放置ボンベ〜
	10月1日は浄化槽の日
	10月は骨髄バンク推進月間
	ＰＣＢが含まれた電気機器などはありませんか？〜ＰＣＢは処分期間内に処理しなければなりません〜
	薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
	中身が入ったまま出さないで！
	野外焼却（野焼き）は禁止です
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